


144

1  計画の推進体制
　●　岩国市みどりを豊かにする委員会の継続

　本計画の策定にあたっては、「岩国市みどりを豊かにする委員会」を設置し、本計画の内容

について意見・助言をいただきました。

　計画策定後も、本計画に記載した各種施策の進捗状況を確認し、意見等をいただくことで、

各施策の実効性を担保すると同時に、社会情勢の変化に柔軟に対応しながら各施策を実施する

ことが可能となります。

　●　岩国市のみどりを考える会の発展
　重点プロジェクトにも示しているように、本市の市花であるサクラや市木であるクスノキを

中心とした本市のみどりを守り、育てるために、本計画策定にあたって管理体制の仕組みづく

りについて検討した「岩国市のみどりを考える会」に参加していただいた団体を中心として、

継続的な活動を目指します。

　●　市民、企業・団体、行政の連携による計画の推進体制の構築
　計画の推進にあたっては、市民一人ひとりを指す「市民」と民間企業や各種活動団体を指す「企

業・団体」と国や山口県、岩国市を指す「行政」の３つの主体の連携を図ります。また、本計

画策定を実施した事務局が継続して関係組織・団体・市民をつなぐ役割を果たしていきます。

第8章 計画の推進

計画の推進体制と進捗管理8-1
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第8章
計画の推進

２  進捗管理と評価
　計画の進捗管理は、次項に示すロードマップに従い行っていきます。また、本計画の計画期間は

10年間ですが、５年毎に見直しを図り、計画の進捗に合わせて柔軟に計画の時点修正を行います。

本計画で示している重点プロジェクトは現段階での本市の課題に則したものであり、時点修正を行

う際には、その時期の課題を整理し、その課題に合わせて再度重点プロジェクトの設定を行います。

協働による
計画の推進

市　　民

行　　政 企業・団体

・イベントへの参加
・維持管理への参加
・緑化の推進
　　　　　　　など

・各種整備
・維持管理
・情報の一元管理
　　　　　　　など

・アダプト制度などに
　よる維持管理
・緑化の推進
　　　　　　　など

連携・協力

連
携・
協
力

連
携・協

力

▼ 計画の推進体制図（案）

▼ 進捗管理と評価のイメージ

2020年度
（H32年度）

短期 中期 長期

2025年度
（H37年度） 時間

計画目標期間　10年間

評　価
計画の見直し

評　価
計画の見直し
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　計画の進捗管理は次項に示すロードマップに従い行っていきます。各施策を計画的に実施してい

くために、今後５年で実施していく「短期」、計画目標期間である 10 年間で実施していく「中期」、

計画目標期間以降（10 年間以降）も実施していく「長期」の３段階の実施目標年次を設定します。

　また、おおむね５年毎に見直しを図り、計画の進捗状況に合わせて柔軟に計画の時点修正を行い

ます。

1  人と自然が共生する環境形成のためのみどりを育む施策

各施策のロードマップ8-2

施策 具体施策
推進主体 実施目標年次

市民 企業・
団体 行政 短期 中期 長期

骨格となる山林
の保全

各種制度を活用した山林
の保全 ●

新規林業就業者の確保・
育成 ●

市民と連携した植樹活動 ■ ■ ●

中山間地と市街
地のバッファと
なる里山の保全

竹林の拡大防止 ● ●

里山の活用・保全 ■ ■ ●

河川の水辺環境
の保全

河川周囲の山林も合わせ
た河川環境の保全 ■ ■ ●

親水空間の整備・保全 ■ ■ ●

海岸や干潟の保
全

通津、由宇などの海岸の
保全 ■ ●

河口干潟の保全 ■ ●

農地の保全

農地の保全 ● ■ ■

遊休農地の活用 ■ ●

新規就農者の確保・育成 ■ ●

●：主として実施する（推進主体）　　■：推進主体のサポート・連携
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２  景観形成と歴史・文化の背景としてのみどりを育む施策

３  暮らしの安全・安心を担保するみどりを育む施策

施策 具体施策
推進主体 実施目標年次

市民 企業・
団体 行政 短期 中期 長期

岩国市のシンボ
ルとなる山林の
保全

風致地区の指定による山
林の保全 ●

特徴的な農地の
保全

ハス田の保全 ■ ●

棚田の保全 ■ ●

市花・市木など
の特徴的な樹木
等の保全と創出

サクラ・クスノキの保全
と創出 ■ ■ ●

みどりを守り・育てる仕
組みづくりプロジェクト ※重点プロジェクトのロードマップに記載

錦川沿いの美竹林の保全 ■ ■ ●

みどりによる市
の玄関口の演出

岩国市中心市街地活性化
基本計画エリア内の緑化
重点地区の指定

※重点プロジェクトのロードマップに記載

●：主として実施する（推進主体）　　■：推進主体のサポート・連携

施策 具体施策
推進主体 実施目標年次

市民 企業・
団体 行政 短期 中期 長期

安全・安心を担
保する山林の保
全

森林法に基づく、防災の
ための山林の保全 ■ ●

防災のための農地の保全 ● ■ ■

防災のための河川環境の
保全 ■ ■ ●

避難場所として
のオープンス
ペースの活用

広域避難場所に指定され
ている大規模公園の防災
機能の強化

●

一時的な避難機能を有し
た街区公園の整理と周知 ●

多目的広場（愛宕山地域）
の整備 ●

●：主として実施する（推進主体）　　■：推進主体のサポート・連携
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４  市民の暮らしの質を向上させる身近なみどりを育む施策

施策 具体施策
推進主体 実施目標年次

市民 企業・
団体 行政 短期 中期 長期

公園の再編・再
生

公園の再編・再生プロジェ
クト ※重点プロジェクトのロードマップに記載

未整備都市計画
公園の整備など

岩国運動公園の整備 ●

長期未整備都市計画公園
の見直し ●

その他公共施設
緑地等の活用

その他公共施設緑地等の
活用 ●

街路樹の整備・
管理

街路樹の整備 ●

街路樹の維持管理 ■ ■ ●

街路樹のリニューアル ●

街路樹の意識啓発 ■ ■ ●

市街地の緑化の
推進

公共空間の緑化の推進 ■ ●

公共建築物の屋上・施設
内・壁面緑化の推進 ●

住宅地緑化の啓発の推進 ■ ●

緑地協定等による緑化の
誘導 ■ ●

民有地の壁面緑化等の推
進 ■ ●

●：主として実施する（推進主体）　　■：推進主体のサポート・連携
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5  みどりを守り・育てる体制や仕組みを育む施策

施策 具体施策
推進主体 実施目標年次

市民 企業・
団体 行政 短期 中期 長期

公園の有効活用
公園でのイベント開催 ■ ■ ●

公園の芝生化 ■ ●

公園の維持管理

公園管理協力員制度の継
続 ● ■

トイレ清掃協力員制度の
継続 ● ■

アダプト制度導入による
維持管理 ● ■

人とみどりのつ
ながりの強化

自然体験教室の充実 ■ ●

自然と触れ合う体験型旅
行の誘致 ■ ●

環境学習などの活動の推
進 ■ ●

市民農園の普及促進 ■ ●

市民活動の支援
制度の充実

岩国市緑化推進委員会に
よる支援 ■ ●

交付金制度による支援 ■ ●

人と人のつなが
りの強化

人的ネットワークの構築 ■ ●

みどりに関する人材の育
成 ■ ●

企業の CSR 活動の促進 ●

活動に対する表
彰制度

みどりの活動に対する表
彰制度 ●

みどりの情報の
発信強化

みどりに関する情報の一
元化 ●

みどりに関する情報の発
信 ●

●：主として実施する（推進主体）　　■：推進主体のサポート・連携
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　各施策の中から、本計画のねらいとして挙げている重点プロジェクトに関する施策を、特に優先

して実践すべき施策として位置づけ、実践していきます。また、実践にあたっては、本計画策定後

にそれぞれのプロジェクトで具体的なアクションプランを作成し、具体化していきます。

重点プロジェクトのロードマップ8-3

施策 具体施策
推進主体 実施目標年次

市民 企業・
団体 行政 短期 中期 長期

公園の再編・再
生プロジェクト

市民参画による公園づく
りの推進 ■ ■ ●

市民との協働による公園
の管理の推進 ● ● ●

都市公園の統廃合を含め
た長期的な公園配置計画
の検討

●

老朽化施設等の計画的な
更新 ●

公園の有効活用の推進 ● ● ●

守り・育てる仕
組みづくりプロ
ジェクト

各団体をつなげるイベン
トの開催 ● ■

各団体の活動情報の一元
化 ● ■

管理体制の核となる組織
の設立 ● ■

管理の支援 ■ ●

情報発信の強化 ■ ●

緑化重点地区の
指定

街区公園のリニューアル ■ ■ ●

街路樹のリニューアル ●

地域緑化推進事業 ■ ■ ●

空 き 地 等 を 活 用 し た ポ
ケットパークの整備 ■ ■ ●

公共施設や民間施設の緑
化の推進 ■ ● ●

みどりの重要性などにつ
いての意識啓発 ●

●：主として実施する（推進主体）　　■：推進主体のサポート・連携


